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恋愛

この文面を読んで頂いてる人達の大多数が障がいのある子供を持つ
親御さんだと思う。そして、ほぼその数だけ私のような『きょうだい』がい
る。

親御さん達が『きょうだい』の恋愛や結婚に気を掛けていることを、私
は年齢を重ねてから知るようになった。

私も、人並みに(？)恋愛をした。高校時代から交際を続けてきた相
手がいたが、出逢った場所が『そういう場所』だったので、弟のことを説
明する必要がなく、スタートから何もハードルがないフラットなものだっ
た。

交際期間の長さから、周囲はいずれ結婚をするものだと見ていたよう
だが、私は(おそらく相手も)結婚を意識したことがなかった。
幼少期の頃から、いずれは亡くなる両親の代わりに自分は結婚をせず
弟の面倒を見ると思っていたので、元々から結婚願望もなかった。

歌の題名のようだが『未来予想図』を描けなかったし、結婚を夢見た
り想像することさえなかった。この恋愛が終わった理由は、弟のことは
直接的に関係ないが、でも自分すら描けない未来予想図に弟を描ける
はずがない。
不思議なぐらいにイメージすら湧かなかった。まぁ、終わる時期を迎え
たから終わっただけである(笑)

『ひと括りにしては言い切れないが』と前置きをした上で、きょうだいの
恋愛のすべてが、障がいのあるきょうだいがいる理由で上手くいかな
かったり終わったりする訳ではない。

【 筆者コメント 】
原稿の内容が、今の自分の年齢にジワジワと近づいてくると、文章で
表現するのが難しいですね。
人間って、長い年月を経た方が、言葉にしやすいのかも知れません。

知的移動支援従業者養成研修の定期的な実施に取り組んでおります。去る8月
19日（月）・8月26日（月）の2日間の講座にて4名のガイドヘルパーが資格を取得致
しました。今後の活躍を期待しております。
また、本年度も大阪府立福井高等学校の福祉課コースの生徒の皆さんへの知

的養成研修の実施を予定しております。
ガイドヘルパーという仕事の楽しさや重要性をお伝えする事が出来たら・・と思い
ます。


